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非常に困っていた ときどき困っていた あまり困らなかった 全く困らなかった

◆今年の渇水（取水制限）で生活に影響はありましたか。

香川県の困っ
た（非常に、と
きどきの合
計）が他県に
比べて突出し
ている。
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健康面に悪影響がでた

水を十分利用できないため不潔になる

給水時間が決まっているため、生活時間が拘束される

水道水に変な臭いや味がする

余計な出費がある

給水に関する情報が不足していて不安である

地域によって水の出方に違いがある

火災に対する不安がある

渇水に関する情報が不足していて不安である

渇水がいつまで続くか不安である

◆渇水（取水制限）による具体的な問題についてお答え下さい。（複数回答可）
（前問．で「１．非常に困っていた」、「２．ときどき困っていた」と答えられた方にお聞きします）

「渇水がいつまで
続くか不安であ
る」が突出してい
る。

－ １ －



◆渇水になる頻度が近年多くなっているという実感はありますか。

◆考えられる具体的な原因についてお答え下さい。（複数回答可）
（前問．で「１．ある」と答えられた方にお聞きします）

77%

7%

16%

ある

ない

どちらとも言
えない

4.3%

8.6%

25.7%

41.4%

71.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

その他

渇水調整（取水制限）の方法

節水意識の低下

生活様式の変化による水利用の増加

地球温暖化などによる気象変動の影響
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◆普段の生活から、節水の意識はありますか。

◆普段の生活から、節水に努めていますか。
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◆今年の渇水に関する情報は十分でしたか。

◆今年の渇水に関する情報は、どのような手段で入手されましたか。
（複数回答可）
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ラジオ

インターネット・

携帯サイト等

自治体等の

広報

テレビ

新聞

新聞、ＴＶを通して
の情報入手が主
である。
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36%
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十分であった

不十分であっ
た

どちらとも言え
ない

無回答
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◆節水に関して、あなたが住む自治体等からの補助制度を知っていますか。

◆不十分な理由をご記入下さい。

・積極的な報道がなかった。

・長期予報など、もう少しエリアを絞った情報が欲しい。

・他地域の情報も公表すべき。

・貯水率、どの程度で取水制限がはじまるか具体策がわからず不安だった。

・節水に対する呼びかけ、注意少なく、深く知らなかった。

21%

78%

1%

知っている

知らない

無回答

全ての自治体に
有るわけではな
いが、あまり知ら
れていない。

－ ５ －



◆節水に関して、どのような制度・取組があると効果的だと思いますか。
考えられるものを具体的にご記入下さい。

◆具体的な補助制度の内容をご記入下さい。

・食器洗い器の購入に補助

・風呂の残り湯をくみ上げるポンプ付きの洗濯機購入に補助

・雨水タンク設置への補助 等

・水確保に関するもの
井戸掘り、雨水タンクへの補助、水洗トイレの使用量削減

・水融通に関するもの

農業用水の機動的な生活用水への利用

・水道に関するもの

料金値上げ、使用量で累進課税、渇水時に高料金の設定、常時の減圧

・啓発に関するもの

節水に関する広報、節水補助の広報、渇水ダムの見学会開催、

節水者の表彰、節水月間（デー）の設立

・法律、条例等

節水の義務化 等

農業用のポンプ
への助成は知ら
れていない。

－ ６ －



◆日本の水源は、河川水、ダム（ため池を含む）、地下水に依存しています。その
様な中、渇水が少ない社会にするためには、どのような施策・対策・制度等が必要
だと思いますか。考えられるものを具体的にご記入下さい。

・水確保に関するもの

海水の淡水化、雨水活用施設の設置、水源地の涵養、ダム、ため池を作る

・水利用の効率化

水の再利用

・水融通

・啓発

◆渇水調整（取水制限）について、日頃から疑問に感じていることはありますか。あり
ましたら具体的にご記入下さい。

・地域間の差
地域により、節水率、水の出方に差があること
渇水でもため池が満水

・取水制限の効果、渇水の影響が不明
・水の一局管理が出来ないか？
・もっと事前の周知ができないか？
・特に水をためるところをつくる対策をとらないところ
・四国の河川なのだから、四国四県で分け合うべきでは
・取水制限のもっと早期の実施ができないか 等

－ ７ －
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負担はやむを得ない 多少の負担はやむを得ない 負担は好ましくない どちらとも言えない

◆水の安定供給を図るために、ある程度の経済的な負担（水道料金の値上げな
ど）をすることについては、どのようにお考えですか。

全体の約６
割が負担
は、やむを
得ないと考
えている。

－ ８ －


